
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

アデライン・ティレット

アリス

ロマネスク

サイケデリック

12

人形

84

煉獄

10
鎖

クスリ

謝罪

願い事

土の匂い

ごめんなさい、ただいま。　そんな二つの言葉が不意に頭に浮かぶ。 何故そんなことが思い浮かんだのかも分からないけど、きっと伝えなきゃいけないことだった。

ずっと前に見たよく似た光景。その時は何時か会えるという、ただそれだけが希望だった。　扉が開き、駆け寄ってきて、鎖を外して抱きしめてくれる。　それだけを信じて待っていた。 けれど扉が開く代わりに地面が崩れ、現れたものは巨大な悪意。　今この瞬間見ている物と何ら変わらない。　

何も言わずつまらなさそうに見下ろす姫様と、薄暗い曇天に黙々と庭いじりを続ける自分。　 少し居心地が悪かったけれど、知っている物に触れているだけで十分だった。 『……楽しいの？』耳元で姫様の声が聞こえた。　姫様との初めての【会話】はきっと長いものではなかったけれど、何故かひどく救われた思いだった……そんな気がする。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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最大行動値+2

最大行動値+1

肉弾攻撃1

最大行動値+1

支援1か妨害1

ターンが終了するか、このパーツが損傷するまで舞台上のホラー・レギオンはあなた以外を対象とした攻撃判定に-1の修正をうける、

肉弾攻撃1

支援1
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支援2か妨害2
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同ターン内の次カウントで使うマニューバ1つのコスト-1(最低0)
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